
公立病院経営強化プランの策定に係る
地域医療構想との整合性について
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１ 経緯

○ 病院事業を設置している地方公共団体においては、「新公立病院改革ガイドライ
ン」（平成27年3月31日付け総務省自治財政局長通知）を踏まえ、新公立病院改革プランを
策定し、病院事業経営改革に取り組んでいただいてきたところ。

○ 今般、「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイド
ライン」（令和4年3月29日付け総務省自治財政局長通知）が策定され、その中で、

“市町村等が経営強化プランを策定するに当たり、策定段階から地域医療構想調整会
議の意見を聴く機会を設けることなどを通じて地域医療構想等との整合性を確認する”

などの記載があることから、本会議において、協議を行うこととさせていただく。



４

１ 経緯（具体的対応方針との関係性）

○ 経営強化プランは、「地域医療構想の進め方について」（令和４年３月24 日付け
厚生労働省医政局長通知）により、当該公立病院の地域医療構想に係る具体的対応
方針として位置付けることとされていることも踏まえ、地域医療構想と整合的であ
ることが求められる。

○ そのため、現行の公的医療機関等2025プラン等と比較していただきつつ、各地域
で議論いただくこととしてはどうか。



５

【参考】ガイドラインの概要 令和４年４月２０日開催公立病院経営強化
ガイドライン等に関する説明会 資料１抜粋



６

【参考】「公立病院経営強化プラン」の主なポイント 令和４年４月２０日開催公立病院経営強化
ガイドライン等に関する説明会 資料１抜粋
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２ 地域医療構想等との整合性を図る際の視点
公立病院経営強化プランの内容

（１）役割・機能の最適化と連携の強化
○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能
○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
○機能分化・連携強化

（２）医師・看護師等の確保と働き方改革
○医師・看護師等の確保
○医師の働き方改革への対応

（３）経営形態の見直し
（４）新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組
（５）施設・設備の最適化

○施設、設備の適正管理と整備費の抑制
○デジタル化への対応

（６）経営の効率化等

【ご意見いただく内容】
公立病院経営強化プランの
内容のうち地域医療構想等
との整合性に関連する(1)、
(2)、(4)、(5)の記載につ
いて、本会議で意見聴取さ
せていただく。
＜整合性を図る際の視点＞
→ これまでの地域での協議

内容と乖離がないか
→ 地域で求められる役割、

機能、取組みとなってい
るか など



８

【参考】 県内の対象公立２０病院

区域 病院名 区域 病院名

横浜 横浜市民病院 横・三 横須賀市立市民病院
横浜 みなと赤十字病院 横・三 うわまち病院
横浜 脳卒中・神経脊椎センター 横・三 三浦市立病院
横浜 こども医療センター 湘南東部 藤沢市民病院
横浜 精神医療センター 湘南東部 茅ヶ崎市立病院
横浜 がんセンター 湘南西部 平塚市民病院
横浜 循環器呼吸器病センター 県央 厚木市立病院
川崎北部 多摩病院 県央 大和市立病院
川崎南部 井田病院 県西 小田原市立病院
川崎南部 川崎病院 県西 足柄上病院



９

【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

三浦市立病院
経営強化プラン
上の項目 現行の2025プラン等の記載内容

（１）
役割・機能の
最適化と連携
の強化

〇当院の果たすべき役割
・三浦市唯一の総合病院として、「持てる機能」と「持たざる機能」を明確にし、地域
完結型医療への転換を図り、地域での急性期機能及び回復期機能を担う。
・二次救急の機能を保持し、専門性の高い治療を行う超急性期病院などとのシームレス
な連携を維持、発展させ、患者が速やかかつ適切な医療が受けられるよう努める。
〇地域包括ケアシステム構築に向けて
・全体の病床数は維持した形で、地域包括ケア病床の増床を検討します。併せて、多職
種で協働して行う病院から在宅医療等への入退院調整に係る取組を充実させ、円滑な訪
問診療、訪問看護及び訪問リハビリテーションの実施を推進する。

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2025年見込み 136 0 108→89 28→47 0 0
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）
三浦市立病院
経営強化プラン
上の項目 現行の2025プラン等の記載内容

（２）
医師・看護師
等の確保と働
き方改革

・研修医及び医療職養成施設の実習生の積極的な受入れを行い、教育活動にも力を入れ
るとともに、人材確保のネットワークとしても活用する。
・看護師を中心に若年層の職員が増えていることから、子育て世代の職員が従来から整
備されている育児のための諸制度を活用して勤務を行っているが、「子どもを安心して
預けられる」という視点での支援について今後検討していく。

（４）
新興感染症〜
の取組

※記載なし

（５）
施設・設備の
最適化

・市立病院への医療ニーズ、職員の適材配置等を検討し、随時に施設基準の新規、変更
等の届出を行い、医療ニーズに応えるとともに、職員に対して施設基準に関する研修を
実施し、情報の共有を推進する。



三浦市立病院 地域医療構想と
の整合性

（１）
役割・機
能の最適
化と連携
の強化

○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能

○

○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
・高度急性期〜急性期機能は横須賀市の急性期病院へ、（軽度）急性期から
回復期機能を当院という形で役割分担している。地域密着型の病院として、
地域包括ケア入院料1を導入済であり、訪問診療などの在宅医療も取組中であ
るが、人材不足が課題。

○

○機能分化・連携強化
・医療圏における回復期病床不足に対応するため、地域包括ケア病床を増床
することを予定。
・協定などは結んでいないが横須賀市の急性期病院と既に連携済。

○
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2020年実績 0 ０ 89 47 0 0
2025年見込み 0 ０ 89 47 0 0

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。



三浦市立病院 地域医療構想
との整合性

（２）
医師・看護
師等の確保
と働き方改
革

○医師・看護師等の確保のための取組
・医局からの外科医の派遣依頼を実施や、派遣紹介による看護師の確保。
・平成27年から県立保健福祉大学、神奈川歯科大学、神奈川衛星学園専門学
校の看護実習受入や「かながわ地域看護師」の人事交流を実施。
○医師の時間外・休日労働時間の縮減を図るための取組
・全医師がA水準の見込み、宿日直許可の取得済。
・医師から放射線技師へ造影検査実施のタスクシフトを検討中。

なお、医師から臨床検査技師へPCR検体採取を実施済。
・自己血糖測定の指導管理等を行い、医師、看護師の業務を薬剤師へタスクシ
フティングしている。

○

（４）
新興感染症
〜の取組

・コロナの協力医療機関、外来対応医療機関。
・感染対策向上加算1の届出を行っており、他院との共同のカンファレンス及
び地域クリニックとの連携も取組済。
・各種備品などはストック済であり、感染症BCPの策定も予定。

○
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて ※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。



三浦市立病院 地域医療構想
との整合性

（５）
施設・設備
の最適化

・期間中に自動生化学分析装置、超音波機器、CTを更新予定。相見積もりの
徹底および長期間の保守契約を締結することによる保守費の削減を目指す。
・電子カルテ、オンライン資格確認は導入済。特にオンライン資格確認につい
ては、利用促進に向けて院内掲示済。

○
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて ※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。



４ 今後のスケジュール
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時期 会議体 内容

令和５年２月頃 令和4年度第３回地域医療構想調整会議
経営強化プランの事前調査票による
意見聴取

令和６年〜１月頃 令和５年度第1〜３回地域医療構想調整
会議

令和5年度末までに、病院事業を設置している各地方公共団体で経営強化プランを策定
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説明は以上です。


